
三重工熱 株式会社

会社概要

【所在地】
三重県鈴鹿市桜島町4丁目2番地の6

【設 立】
1975年(昭和50年)10月

【代表者】
代表取締役社長 栗須百合香

【事業内容】
電気機械器具製造業

【ホームページ】
http://miekounetsu.com

会社のPR情報

当社は、豊かな生活づくり、顧客の
信頼に応えようを目標に、富士電機
株式会社 鈴鹿工場および三重工場
の協力会社として電磁調理器の組立、
修理、鉄道車両用部品製作等の各種
電気機器組立業務に精励致しており
ます。

三重工熱 株式会社

一人ひとりに 寄り添って

ともに働く

これまでの歩み

平成10年9月 労働大臣表彰受賞
平成30年9月 三重県知事表彰受賞
令和 5年2月 もにす認定
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会社からのメッセージ

製品、部品の製作は時代と共に目まぐるしく変化する中ですが、｢変わらなければならなら
ないもの｣と｢変わってはならないもの｣があると思っております。

｢変わらなければならないもの｣それは、日進月歩変わりゆく限りない豊かさのため、新たな
製品へのものづくりへ挑戦していくこと。

｢変わってはならないもの｣それは、‘’ネジ1本締めることにも心を込める‘’こと。

《大切なのは、モノづくりへの愛情》

どんなに時代が進歩し、製造システムが改良されても製品をつくるのは最終的には人間です。

人を大切に、モノづくりへの愛情を大切に、更なる高品質化を目指して挑戦を続けています。

障がい者雇用に関する基本的な考え方

・ 注視

・ 微笑み

・ 称賛

共に

働く

出来ることを

見つけ出す

出来ることを

更に伸ばす

得意なことは

1つは

あるはず



三重工熱 株式会社三重工熱 株式会社

一人ひとりに 寄り添って

ともに働く

障害者雇用への取組（認定に当たっての評価ポイント）

体制づくり

組織面

☆ SDGsの一環として、障がい者雇用の促進と職業の安定に寄与
することを事業所の方針に掲げ、社員に発信しています。

☆ 各部署に支援担当者を配置し、日常的な支援を行っています。
また月に1度各部署の支援担当者による会議を行い、障がい者
の方の状況、支援等の情報共有を行い全社的に支援を行える
状況になっています。

人材面
☆ ハローワークから講師を招き、「精神・発達障害者しごとサ

ポーター養成講座」を受講し、障がいへの理解を深めました。

仕事づくり

事業創出 ☆ 令和3年度、経常利益の黒字を確保しています。

職務選定・
創出

ハローワークや学校と連携し、本人の障害特性や能力・適性を把
握するとともに、本人に適した職務についての理解を深め、職務
の選定・創出を行っています。

環境づくり

職務環境

☆ 聴覚障がいの方への配慮として、双方とも文字で伝えることが
可能な用具を使用しています。

☆ 知的障がいの方への配慮として、作業マニュアルに加え、治具
を織り交ぜる等の工夫を行っています。また資格取得試験への
対応として、すべてひらがなの問題集を作成する工夫も行いま
した。

募集・採用 ☆ 令和4年度、支援学校から2名の職場実習を受け入れています。

キャリア形成
☆ 事業所にて作成した教育体系図に基づき、適切な時期に適切な

社員教育が受けられる体制になっています。フォークリフト運
転技能講習を受講し修了した障がい者の方が3名おります。

その他の
雇用管理

☆ 障がい者の方の特性、生活面等は様々であり、事業所外のこと
も含めて支援者である就労・生活相談機関と連携を行い、定着
できるように努めています。
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障害者雇用への取組（認定に当たっての評価ポイント）

数的側面

雇用状況 ☆ 令和4年度の実雇用率は6.11となっています。

定着状況
☆ 現在雇用している障がい者12名中10名の方が、5年以上勤務

しております。

質的側面

キャリア
形成

☆ 緑化業務のリーダーを障がい者の方が担っており、有事の際
には防火管理も行うこととなっています。また安全衛生委員
として活躍する障がい者の方もいます。

☆ これまで組立業務や廃棄物の圧縮業務、緑化業務を担ってい
た障がい者の方が社内教育の一環としてフォークリフト運転
技能講習を受講したことによりフォークリフトの運転が可能
になり、職域を拡大することができました。


